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企画に当たって

識者に問う

組織と個人を
リ・アジャストする

わたしの構想

ICTによるコミュニケーションの変化は、
組織と個人に変革をもたらす。
未来の組織像はどうあるべきか。
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新型コロナウイルスの感染拡大を機

に、テレワークなど ICT を活用し

た新しい働き方が始まった。その変

化は、働き方の見直しにとどまらず、

組織のコミュニケーションのあり方

も大きく変えようとしている。

ICT によるコミュニケーションの

変化は、組織と個人にどんな変革を

もたらすのか。また、未来の組織像

はどうなるのか。

ポストコロナを見据えた組織と個人

の変革のあり方を問う。

組織と個人を
リ・アジャストする



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
よ
っ
て
、
日
本
企
業
は
か
つ
て
な
い
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
ど
う
や
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
進
め

る
か
と
い
う
話
題
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
問
題
の
本
質
で
は
な
い
。
新
し
い
状
況
に
合
わ
せ
て
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
再
調

整
す
る
「
リ
・
ア
ジ
ャ
ス
ト
メ
ン
ト
」
こ
そ
が
重
要
な
の
だ
。
例
え
ば
、
今
の
状
況
で
企
業
を
立
ち
上
げ
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
組
織
を

作
る
べ
き
だ
ろ
う
か
？　

い
や
、
そ
も
そ
も
組
織
は
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
？　

こ
れ
ま
で
は
い
っ
た
い
何
の
た
め
に
組
織
を
作
っ
て
い
た

の
か
？

　

実
を
言
え
ば
、
あ
る
程
度
以
上
の
規
模
に
な
っ
た
企
業
に
は
、
企
業
全
体
の
共
通
目
的
は
あ
ま
り
な
い
。
成
長
が
共
通
目
的
に
な
る
に

す
ぎ
ず
、
目
的
や
目
標
は
事
業
部
ご
と
に
ば
ら
ば
ら
だ
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
准
教
授
の
ト
ー
マ
ス
・
リ
ー
氏
は
、
産

業
組
織
が
存
在
す
る
理
由
を
、
外
部
と
の
取
引
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
た
め
だ
と
み
な
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
で
、
情
報
共
有
や
ア
イ
デ
ア
の

交
換
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
低
コ
ス
ト
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
市
場
の
透
明
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
企
業

内
外
の
連
携
の
形
を
変
え
つ
つ
あ
る
と
指
摘
す
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
企
業
は
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
最
適
解
を
で
き
る
だ
け
速
く
提
供

す
る
こ
と
に
傾
注
し
、
組
織
も
そ
れ
に
即
し
た
も
の
に
変
わ
っ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
端
的
に
象
徴
す
る
の
が
、Slack

やTeam
s

な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
だ
。
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
で
は
、

す
べ
て
が
タ
ス
ク
ベ
ー
ス
で
進
行
す
る
。
顧
客
か
ら
の
案
件
が
舞
い
込
む
と
、
関
連
し
た
ト
ピ
ッ
ク
が
立
ち
上
が
り
、
ま
ず
は
数
人
程
度

の
メ
ン
バ
ー
が
意
見
交
換
を
始
め
る
。
や
が
て
、
興
味
を
持
っ
た
他
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
チ
ャ
ッ
ト
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
考
え
、
有
意
義
な
意
見
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て
い
く

こ
と
で
あ
り
、
役
職
な
ど
何
の
関
係
も
な
い
。
役
職
が
な
く
て
も
「
有
能
だ
」
と
皆
か
ら
思
わ
れ
て
い
る
人
間
は
、
あ
ち
こ
ち
の
ト
ピ
ッ

ク
に
顔
を
出
し
て
「
人
気
者
」
と
し
て
認
知
さ
れ
る
。
逆
に
、
役
職
が
あ
っ
て
も
大
し
た
意
見
の
出
せ
な
い
者
は
、
無
能
が
可
視
化
さ
れ

て
し
ま
う
。
フ
ォ
ー
ブ
ス
ジ
ャ
パ
ン
・
Ｗ
ｅ
ｂ
編
集
長
の
谷
本
有
香
氏
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
日
本
人
が
世
界
で
自
ら
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ツ
ー
ル

と
な
り
う
る
と
い
う
が
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
最
適
解
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
出
す
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
ほ
ど

人
の
実
力
が
反
映
さ
れ
る
も
の
は
な
い
。

　

こ
こ
で
私
が
言
い
た
い
の
は
、
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
を
導
入
し
ろ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。「
使
え
る
も
の
は
す
べ
て
使
え
」
と
い
う
こ

と
だ
。
社
員
の
ほ
と
ん
ど
が
文
字
を
読
め
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で
意
見
交
換
を
す
る
し
か
な
い
。
だ
が
、

日
本
社
会
で
は
皆
が
文
字
を
読
め
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
ツ
ー
ル
も
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
も
使
え
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に

合
わ
せ
て
ツ
ー
ル
を
選
ぶ
だ
け
の
話
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
の
二
者
択
一
で
あ
る
必
要
は
な
い
。

　

日
本
企
業
の
問
題
点
は
、
と
に
か
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
時
間
が
掛
か
り
、
意
思
決
定
の
規
模
も
小
さ
い
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
日

企
業
の
役
割
と
は
、
顧
客
に
最
適
解
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
提
供
す
る
こ
と

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
研 

会
長
／
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長 

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

金
丸
恭
文

組
織
と
個
人
を

リ
・
ア
ジ
ャ
ス
ト
す
る

―
顧
客
に
最
適
解
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
提
供
せ
よ
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KEY
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を
呼
び
込
ん
で
成
長
す
る
「
経
営
体
」
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
。
新
た
な
「
産
学
協
創
」
に
お
い
て
、
ト
ッ
プ
同
士
の
話
し
合
い
で
大

型
契
約
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
は
、
ま
さ
に
規
模
の
大
き
な
意
思
決
定
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
え
る
組
織
へ
の
脱
皮
と
い
え
よ
う
。

　

Ｚ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
川
邊
健
太
郎
氏
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ
て
組
織
と
個
人
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン

ス
が
変
化
し
、
対
等
な
関
係
に
な
っ
て
い
く
と
予
測
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
エ
ン
パ
ワ
ー
さ
れ
た
個
人
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ご
と
に
離
合
集
散
す
る

が
、
個
人
単
位
の
連
携
で
は
不
可
能
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
う
し
た
個
人
を
支
え
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
組
織

が
必
要
だ
と
い
う
考
え
方
だ
。
そ
れ
は
、YouTube

とYouTuber

、
あ
る
い
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
起
案
者
の
関
係
に
似
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
を
背
景
と
す
る
意
思
決
定
の
あ
り
方
の
変
化
は
、
個
人
の
意
識
変
革
を
も
た
ら
し
、
組
織
は
個
人
の
集
合
体
で
は
な
く
、

個
人
を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
機
能
を
担
う
。「
リ
・
ア
ジ
ャ
ス
ト
メ
ン
ト
の
時
代
」
に
は
、
企
業
も
働
く
側
も
、
そ
の
役
割
や
機
能
が
市
場

か
ら
厳
し
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
の
隣
に
は
一
〇
倍
の
人
口
を
抱
え
、
一
人
ひ
と
り
の
欲
望
も
日
本
人
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
、
中
国
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
ん
な
国
と

渡
り
合
っ
て
い
く
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
速
く
、
意
思
決
定
の
規
模
を
大
き
く
す
る
し
か
な
い
の
だ
。

　

経
営
者
や
社
員
の
マ
イ
ン
ド
に
も
変
革
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
な
ら
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
は
広
い
役
員
室
で
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
を
確
認
で
き
た
し
、
社
員
も
毎
日
通
勤
し
て
い
れ
ば
、
自
分
の
居
場
所
を
確
保
し
て
給
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

今
後
は
企
業
の
競
争
環
境
は
激
化
し
、
雇
用
形
態
も
激
変
す
る
。
終
身
雇
用
的
な
仕
組
み
か
ら
、
副
業
や
兼
業
な
ど
外
部
の
リ
ソ
ー
ス
を

有
効
活
用
す
る
方
向
へ
向
か
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
経
営
陣
も
社
員
も
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
、
つ
ま
り
「
自
分
は
い
っ

た
い
何
者
で
、
何
を
得
意
と
す
る
の
か
」
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
自
分
の
存
在
意
義
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
役

員
室
や
通
勤
で
は
な
く
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
中
で
い
か
に
貢
献
し
て
い
く
か
だ
。

　

そ
れ
で
は
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
本
質
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
の
楠
木
建
氏
は
、「
セ
ン
ス
」
と
「
ス
キ
ル
」

の
重
要
性
を
説
く
。
各
分
野
の
業
務
を
行
う
た
め
に
ス
キ
ル
は
不
可
欠
だ
が
、
物
事
や
状
況
を
総
合
的
に
判
断
す
る
た
め
に
は
セ
ン
ス
が

求
め
ら
れ
る
。
ス
キ
ル
と
セ
ン
ス
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
備
え
る
こ
と
が
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
組
織
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
見
直
そ
う
と
い
う
動
き
が
、
よ
う
や
く
起
こ
り
始
め
た
。
東
京
大
学
は
、
総
長
の
五

神
真
氏
の
下
、
大
学
自
ら
が
戦
略
を
立
て
、
行
動
す
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
た
め
に
無
形
の
「
知
」
を
価
値
化
し
、
投
資

経
営
者
も
社
員
も
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
が
問
わ
れ
る

経
営
組
織
の
あ
り
方
を
変
革
す
る

金
丸
恭
文
（
か
ね
ま
る
・
や
す
ふ
み
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
会
長
。
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長　

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
。
内
閣

官
房
未
来
投
資
会
議
議
員
な
ど
も
務
め
る
。

リ
・
ア
ジ
ャ
ス
ト
、
問
題
の
本
質
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
の
再
調
整
、
組
織
の
役
割
、
最
適
解
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
提
供
、
タ
ス
ク
ベ
ー
ス
、
速
い
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
、
意
思
決
定
の
規
模
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
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識　者　に　問　う

KEY
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KEY
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KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
変
化
は
、

組
織
と
個
人
に
ど
ん
な

変
革
を
も
た
ら
す
の
か
。

未
来
の
組
織
像
は

ど
う
な
る
の
か
。

インタビュー実施：2020 年 8 月～ 9月
聞き手：井上 敦（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）、北島あゆみ（同）

やりたい個人を後押しするのが
組織の役割になる

Zホールディングス株式会社�代表取締役社長CEO川邊健太郎

個人のエンパワーメント、個人革命、プラットフォーム、
ミッションドリブンに離合集散、やりたい個人、対等な関係

大学は社会変革を駆動する
「経営体」へと生まれ変わる

東京大学 総長五神 真

知識集約型、無形の知の「価値化」、大型の「産学協創」、
トップ同士による大型契約

効率か効果か―センスで見極めよ

一橋大学大学院経営管理研究科 教授楠木 建

人間の本性と因習、「効率」対「効果」、センスとスキル

インティマシーをいかに創出するか
フォーブスジャパン・Web編集部 編集長谷本有香

イノベーションを起こしやすいコミュニケーション、インティマシー
（親密さ）、安心・安全圏、世界への切符、プロデューサー型リーダー

カリフォルニア大学バークレー校
ハース・スクール・オブ・ビジネス 准教授トーマス・リー

市場取引か、階層組織化か

企業内の意思決定・行動の透明性、CIO の役割変化、市場取引の透明性、
「情報の非対称性」の解消、企業文化の構築、企業内外での信頼構築
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識
者
に
問
う

̞
̘
̩
に
Α
る
ί
ϛ
ỿχ
έ
ー
シ
ἀン
の
変
化
は
、
組
織
と
個
人
に
Ͳ
Μ
な
変
革
を
΋
た
Β
す
の
か
Ố
ະ
དྷ
の
組
織
૾
は
Ͳ
͏
な
る
の
か
Ố

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が ಡ 者 に ਪ ન す る ̍ ࡭

市
場
取
引
か
、
階
層
組
織
化
か

ト
ー
マ
ス
・
リ
ー

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校

ハ
ー
ス
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・

ビ
ジ
ネ
ス 

准
教
授

Ｃ
Ｔ
の
進
展
は
、
近
年
、
組
織
の
あ
り
方
や
外
部
と
の
関
係
を
変
化
さ
せ
、
企
業
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
変
化
を
組
織
内
と
組
織
外
に
分
け
て
考
え
て
み
る
。

　

ま
ず
、
企
業
は
、
組
織
・
業
務
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
応
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
企

業
内
で
の
意
思
決
定
や
行
動
の
透
明
性
が
高
ま
り
、
業
務
状
況
の
監
視
も
容
易
と
な
っ
た
。
ま
た
、
部
署
間

の
関
係
も
変
化
し
て
い
る
。
企
業
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
最
高
情
報
責
任
者
）
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率

化
に
注
力
し
て
き
た
が
、
今
は
企
業
戦
略
を
担
う
役
割
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
市
場
の
変
化
に
機
敏
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
機
能
を
Ｃ
Ｆ
Ｏ
（
最
高
財
務
責
任
者
）
に
統
合
す
る
事
例
も
多
く
み
ら
れ
る
。

　

他
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
急
速
に
普
及
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
導
入
当
初
の
効
果
が
長
期
的
に
持
続
す
る
の
か

が
不
明
だ
。
監
視
さ
れ
て
い
る
と
意
識
す
る
こ
と
で
、
人
の
振
る
舞
い
が
変
化
す
る
心
理
的
な
現
象
を
ホ
ー

ソ
ン
効
果
と
い
う
が
、
そ
の
効
果
に
よ
り
向
上
し
た
生
産
性
は
、
通
常
、
時
間
と
共
に
減
少
す
る
。
現
時
点

で
は
、
従
業
員
が
テ
レ
ワ
ー
ク
で
も
自
分
の
生
産
性
を
維
持
す
る
こ
と
を
必
要
以
上
に
意
識
し
、
ホ
ー
ソ
ン

効
果
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
離
れ
て
働
い
て
い
る
と
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
で
非
言
語
的
な
指
導
が

得
ら
れ
な
い
。
今
後
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
継
続
さ
れ
る
か
否
か
は
、
職
場
で
行
動
や
規
範
を
規
定
す
る
企
業
文

化
を
維
持
し
、
進
化
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
企
業
間
の
関
係
性
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
産
業
組
織
論
で
は
、
企
業
や
産
業
は
、

財
や
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
調
達
コ
ス
ト
を
最
小
に
す
る
た
め
に
階
層
組
織
を
形
成
す
る
と
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は

市
場
取
引
の
透
明
性
を
高
め
、
売
り
手
と
買
い
手
の
「
情
報
の
非
対
称
性
」
を
解
消
し
う
る
。
こ
れ
が
市
場

の
取
引
コ
ス
ト
を
大
幅
に
低
減
さ
せ
、
市
場
取
引
を
選
択
す
る
動
き
を
強
め
て
い
る
。Am

azon

やUber

に
代
表
さ
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
拡
大
し
て
い
る
の
も
一
例
だ
。
一
方
、
航
空

機
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
の
英
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
社
は
、
エ
ン
ジ
ン
に
つ
け
た
セ
ン
サ
ー
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー

タ
を
解
析
し
、
効
率
的
な
運
航
・
保
守
等
の
サ
ー
ビ
ス
ま
で
を
一
貫
し
て
提
供
し
て
い
る
。
前
者
は
、
産
業

構
造
と
企
業
間
関
係
が
「
市
場
志
向
型
」
に
向
か
う
傾
向
を
、
後
者
は
、
産
業
構
造
と
企
業
間
の
「
階
層
的

関
係
」
の
強
化
を
示
す
。
こ
れ
ら
の
影
響
は
、
三
五
年
以
上
も
前
に
、
マ
ロ
ー
ン
と
イ
エ
イ
ツ
が
経
済
学
の

言
語
を
用
い
て
説
明
し
た
も
の
だ
。
市
場
志
向
型
か
、
階
層
的
関
係
の
強
化
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
が
ど
ち
ら

の
方
向
に
働
く
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
鍵
と
な
る
の
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
信
頼
の
構
築
・
醸
成
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
そ
れ
自
身
が
何
か
を
生
み
出
し
た
り
、
正
解
を
与
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
信
頼
を
構
築
す

る
た
め
の
ツ
ー
ル
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
営
者
は
、
ど
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
企
業
内
文

化
や
、
企
業
内
外
で
の
信
頼
を
構
築
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
新
製
品
の
開
発
を
実
現
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
研
究
。
テ
キ
ス
ト
・
マ
イ
ニ
ン
グ
や
デ
ー
タ
・
マ
イ
ニ
ン
グ

手
法
の
開
発
を
専
門
と
し
、
近
年
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
顧
客
レ
ビ
ュ
ー
の
テ
キ
ス
ト
を
マ
イ
ニ
ン
グ
し
て
市
場
の
構
造
化
を
促
す
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
工
学
シ
ス
テ
ム
学
科
よ
り
Ｐ
ｈ
．Ｄ
．を
取
得
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
准
教
授
等
を
経
て
、
現
職
。

ト
ー
マ
ス
・
リ
ー
（Thom

as Y. Lee

）

Ｉ

Paul Milgrom, John Roberts〔1992〕

Economics, Organization and Management
Prentice Hall
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識 者 が ಡ 者 に ਪ ન す る ̍ ࡭

イ
ン
テ
ィマ
シ
ー
を
い
か
に
創
出
す
る
か

谷
本
有
香

フ
ォ
ー
ブ
ス
ジ
ャ
パ
ン
・

Ｗ
ｅ
ｂ
編
集
部

編
集
長

界
の
経
営
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き
て
実
感
す
る
の
は
、
日
本
企
業
に
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ

な
か
っ
た
要
因
だ
。
現
代
な
ら
、LINE

やFacebook

、Slack

と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
土
壌
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
成

否
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
う
る
企
業
に
な
る
か
ど
う
か
の
分
岐
点
だ
。

　

そ
う
い
っ
た
土
壌
を
つ
く
る
鍵
を
、
私
は
「
イ
ン
テ
ィ
マ
シ
ー
（
親
密
さ
）」
だ
と
考
え
て
い
る
。
会
議

に
上
座
・
下
座
が
あ
り
、
上
司
の
前
で
自
由
な
意
見
が
言
い
づ
ら
い
環
境
で
は
、
多
様
な
ア
イ
デ
ア
は
生
ま

れ
な
い
。
こ
う
し
た
企
業
文
化
や
風
潮
を
鮮
や
か
に
覆
す
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
だ
。
気
軽

に
上
司
の
意
見
に
「
い
い
ね
！
」
ボ
タ
ン
を
押
し
、
部
下
の
ア
イ
デ
ア
に
ス
タ
ン
プ
で
返
す
、
そ
の
空
気
感

が
イ
ン
テ
ィ
マ
シ
ー
だ
。
真
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
、
ア
イ
デ
ア
を
創
発
し
て
い
る
企
業
は
、「
何
を
言
っ

て
も
よ
い
安
心
・
安
全
圏
」
を
意
図
的
に
つ
く
り
、
組
織
に
イ
ン
テ
ィ
マ
シ
ー
を
も
た
ら
す
空
間
や
機
会
を

た
く
さ
ん
創
出
し
て
い
る
。
組
織
の
空
気
感
を
そ
う
し
た
方
向
に
変
え
る
の
が
、
ト
ッ
プ
の
役
割
だ
。

世
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
は
、
世
界
へ
の
切
符
で
も
あ
る
。
最
近
は
、
日
本
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
、
国
際
的
な
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
で
ほ
と
ん
ど
見
掛
け
な
い
。
海
外
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
低
い
一
因
が
、
言
語
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
対
す
る
気
後
れ
に
あ
る
な
ら
、
Ｖ
Ｒ
や
ア
バ
タ
ー
で
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
は
文
化
的

に
ア
バ
タ
ー
な
ど
へ
の
親
和
性
が
高
く
、
自
然
に
、
自
分
を
投
影
、
分
人
化
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
。
今
後
、
例
え
ば
企
業
ト
ッ
プ
が
互
い
に
ア
バ
タ
ー
化
し
、
海
辺
で
カ
ク
テ
ル
を
傾
け
な
が
ら
商

談
で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
れ
ば
、
日
本
人
は
そ
こ
で
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
は
ず

だ
。
ア
バ
タ
ー
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
使
い
得
る
、
強
力
な
ツ
ー
ル
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
あ
り
方
も
変
わ
る
。
今
、
求
め
ら
れ
る
の
は
、
旧
来
の
カ
リ
ス
マ
的
な
経
営
者
に

よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で
は
な
く
、
個
人
個
人
の
力
や
持
ち
味
を
発
揮
さ
せ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
型
だ
。
あ

え
て
「
決
め
な
い
部
分
」
を
つ
く
り
、
そ
こ
で
組
織
の
人
材
に
暴
れ
て
も
ら
え
ば
、
今
ま
で
と
は
違
う
ス
ケ

ー
ル
の
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ
と
プ
ロ
の
シ
ナ
ジ
ー
を
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
機
能
さ
せ
る
リ
ー
ダ
ー

が
い
る
会
社
が
、
い
ま
元
気
が
あ
る
。
企
業
の
理
念
や
社
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
枠
組
み
と
し
て
持
ち
つ
つ
、

そ
の
中
で
は
自
由
な
方
向
性
で
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
む
、
そ
れ
が
未
来
の
組
織
像
で
は
な
い
か
。

ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
元
英
首
相
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ウ
ォ
ズ
ニ
ア
ッ
ク 

ア
ッ
プ
ル
共
同
創
業
者
を
は
じ
め
、
三
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
世
界
の

Ｖ
Ｉ
Ｐ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
。『
世
界
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
学
ぶ
―
一
流
の
「
偏
愛
」
力
』

（
二
〇
一
八
年
、
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
）
な
ど
、
そ
の
知
見
に
も
と
づ
く
リ
ー
ダ
ー
論
多
数
。
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
Ｔ

Ｖ
で
金
融
経
済
ア
ン
カ
ー
を
務
め
た
後
、
米
国
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
。
そ
の
後
、
日
経
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
キ
ャ
ス
タ
ー
、
ま
た
同
社
初
の
女
性
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
二
〇
一
六
年
よ
り
『
フ
ォ
ー
ブ
ス
ジ
ャ
パ
ン
』
に
参
画
。
二
〇
二
〇
年
六
月
よ
り
現
職
。

谷
本
有
香
（
た
に
も
と
・
ゆ
か
）

谷本有香〔2017〕

何もしなくても人がついてくるリーダーの習慣
SBクリエイティブ
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識 者 が ಡ 者 に ਪ ન す る ̍ ࡭

効
率
か
効
果
か
―
セ
ン
ス
で
見
極
め
よ

楠
木 

建

一
橋
大
学
大
学
院

経
営
管
理
研
究
科

教
授

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
で
、
社
会
や
経
済
の
見
通
し
は
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
状
況
下
で
何
か
を
考
え
、
判
断
す
る
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
人
間
の
「
本
性
」
だ
。
オ
フ
ィ

ス
に
出
勤
せ
ず
に
自
宅
な
ど
で
仕
事
を
す
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
、「
毎
日
、
通
勤
す
る
よ
う
な
面
倒
な
こ

と
は
嫌
だ
」
と
い
う
人
間
の
本
性
に
即
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
て
も
定
着
し
て
い
く
と
思
う
。
オ

フ
ィ
ス
に
集
合
し
て
仕
事
を
す
る
の
は
、
い
わ
ば
「
因
習
」
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
騒
動
は
、「
仕
事
は
オ
フ
ィ

ス
に
集
ま
っ
て
す
る
も
の
」
と
い
う
因
習
を
突
き
破
っ
て
、
人
間
の
本
性
が
顕
在
化
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

組
織
の
運
営
、
経
営
、
働
き
方
で
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
と
い
う
選
択
肢
が
で
き
る
と
、
人
と
対
面
し
た
り
、

皆
で
集
合
す
る
「
オ
フ
ラ
イ
ン
」
と
の
使
い
分
け
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
効
率
」
対
「
効
果
」

と
い
う
古
典
的
な
問
題
で
も
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
は
明
ら
か
に
効
率
が
良
い
。
事
務
的
な
会
合
や
、
全
員
の

承
認
を
得
る
た
め
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
会
議
、
例
え
ば
取
締
役
会
や
教
授
会
な
ど
に
は
向
い
て
い
る
。
し
か
し
、

効
果
と
い
う
の
は
、
効
率
と
は
全
く
別
の
問
題
と
し
て
あ
る
。
会
合
や
会
議
の
中
で
、
多
様
な
ア
イ
デ
ア
が

ど
ん
ど
ん
出
る
こ
と
を
期
待
し
た
り
、
物
事
を
始
め
る
際
に
全
員
で
気
持
ち
を
そ
ろ
え
て
、
や
る
気
を
高
め

新た
り
、
重
要
な
案
件
で
自
分
の
意
図
を
き
ち
ん
と
相
手
に
伝
え
る
と
い
っ
た
、
良
い
効
果
を
求
め
る
場
合
に

は
、
人
と
実
地
で
対
面
し
た
り
、
会
議
室
に
皆
で
集
ま
る
オ
フ
ラ
イ
ン
が
適
し
て
い
る
。

　

効
率
を
目
的
と
す
る
の
か
、
効
果
な
の
か
を
見
極
め
る
の
が
「
セ
ン
ス
」
だ
。
セ
ン
ス
と
は
、
物
事
や
状

況
の
見
方
を
総
合
的
に
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
、
経
営
戦
略
を
立
て
る
上
で
も
不
可
欠
な
能
力
だ
。

セ
ン
ス
は
先
天
的
な
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
取
り
組
む
こ
と
で
獲
得
で
き
る
能
力
で
、
優
れ
た
経
営
者
は
セ

ン
ス
を
磨
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
業
務
を
行
う
た
め
に
は
「
ス
キ
ル
」
が
不
可
欠
だ
。
し
か
し
、

と
か
く
新
し
い
動
き
が
始
ま
る
と
、
ス
キ
ル
の
獲
得
だ
け
に
注
力
し
て
、
本
来
の
目
的
を
忘
れ
て
し
ま
い
が

ち
だ
。
手
段
を
抽
出
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
が
目
的
化
し
て
し
ま
い
、
成
果
に
つ
な
が
ら
な
い
例
が
多
々

見
受
け
ら
れ
る
。
プ
レ
ゼ
ン
の
ス
キ
ル
ば
か
り
身
に
着
け
、
話
の
内
容
が
面
白
く
な
い
の
は
最
た
る
例
だ
。

　

こ
れ
か
ら
の
仕
事
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
を
使
い
分
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ど
う

い
う
と
き
に
ど
ち
ら
を
使
う
か
。
こ
れ
に
し
て
も
人
間
の
「
本
性
」
に
つ
い
て
の
洞
察
が
基
準
と
な
る
。

鮮
や
か
な
切
り
口
で
描
き
出
す
経
営
論
に
定
評
が
あ
る
。
著
書
『
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
の
競
争
戦
略
』（
二
〇
一
二
年
、東
洋
経
済
新
報
社
）

は
二
五
万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
。
企
業
戦
略
だ
け
で
な
く
、
リ
ー
ダ
ー
像
や
若
者
の
仕
事
術
、
働
き
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
、
成
熟
社
会
に
お
け
る
仕
事
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
思
考
を
重
ね
て
い
る
。
専
門
は
、
競
争
戦
略
論
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
一

橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
一
橋
大
学
商
学
部
助
教
授
、
同
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
等
を
経
て
、

二
〇
一
〇
年
よ
り
現
職
。
政
府
審
議
会
委
員
、
学
会
理
事
の
ほ
か
、
民
間
企
業
の
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
も
多
数
歴
任
。

楠
木
建
（
く
す
の
き
・
け
ん
）

楠木建・杉原泰〔2020〕

逆・タイムマシン経営論
日経 BP

※ 2020年 10月刊行
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に
問
う
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̩
に
Α
る
ί
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ỿχ
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シ
ἀン
の
変
化
は
、
組
織
と
個
人
に
Ͳ
Μ
な
変
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を
΋
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の
か
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དྷ
の
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な
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か
Ố
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識 者 が ಡ 者 に ਪ ન す る ̍ ࡭

大
学
は
社
会
変
革
を
駆
動
す
る

「
経
営
体
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る

五
神 

真

東
京
大
学

総
長

Ｃ
Ｔ
の
発
展
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
が
急
速
に
進
み
、
世
界
の

産
業
構
造
は
、
二
〇
～
三
〇
年
か
け
て
資
本
集
約
型
か
ら
知
識
集
約
型
へ
の
シ
フ
ト
が
進
ん
で
き
て

い
る
。
し
か
し
、
日
本
は
、
企
業
経
営
の
考
え
方
か
ら
法
制
度
ま
で
、
い
ま
だ
「
も
の
づ
く
り
」
の
ベ
ー
ス

か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
。
立
ち
遅
れ
た
日
本
社
会
を
、
知
識
集
約
型
へ
の
変
革
に
向
け
て
駆
動
す
る
役
割

は
、「
知
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
活
動
を
行
う
ア
カ
デ
ミ
ア
だ
か
ら
こ
そ
担
え
る
。

　

大
学
が
社
会
変
革
を
駆
動
す
る
に
は
、
国
の
方
針
と
お
金
に
よ
り
受
動
的
に
運
営
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、

自
ら
戦
略
を
立
て
、
行
動
す
る
「
経
営
体
」
に
生
ま
れ
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
変
化
に
は
先
行

投
資
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
大
学
が
そ
れ
を
得
る
た
め
に
も
、
ま
た
知
識
集
約
型
社
会
に
移
行
す
る
意
味
で

も
、
無
形
の
知
を
「
価
値
化
」
す
る
こ
と
が
不
可
欠
。
こ
れ
ま
で
も
東
大
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、「
本
郷
バ
レ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
周
辺
に
集
積
し
た
。
し
か
し
、

国
際
的
に
み
れ
ば
規
模
は
ま
だ
小
さ
く
、
物
性
物
理
や
素
材
・
化
学
な
ど
、
日
本
が
強
い
研
究
分
野
の
創
業

も
少
な
い
。
海
外
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
も
積
極
的
に
働
き
掛
け
、
事
業
化
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｉ
　

ま
た
、
一
〇
月
に
は
、
長
期
の
大
学
債
を
発
行
し
、
市
場
か
ら
資
金
を
調
達
す
る
。
大
学
全
体
と
し
て
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
型
の
資
金
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
目
先
の
状
況
や
個
々
の
事
業
の
成
否
に
と
ら

わ
れ
ず
、
長
期
的
に
価
値
を
生
む
べ
き
こ
と
に
じ
っ
く
り
投
資
し
、
新
し
い
形
で
の
公
益
の
実
現
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、
大
学
が
民
間
企
業
の
投
資
の
受
け
皿
に
な
る
た
め
に
、
課
題
設
定
か
ら
事
業
化
領
域
ま
で
企
業

と
協
働
す
る
大
型
の
「
産
学
協
創
」
を
目
指
す
。
こ
れ
ま
で
の
産
学
連
携
は
現
場
の
課
題
解
決
を
目
指
す
も

の
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が
数
百
万
円
規
模
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
大
学
の
知
の
価
値
も
過
小
評
価
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ト
ッ
プ
同
士
が
話
し
合
っ
て
組
織
間
の
連
携
で
大
型
契
約
を
実
現
す
る
。
特
に
注
目
し

て
ほ
し
い
事
業
は
、
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
社
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
結
び
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
日

本
の
産
業
界
に
提
供
す
る
仕
組
み
だ
。
東
大
が
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
を
担
い
、
個
々
の
企
業
で
は
ア
ク
セ
ス

し
づ
ら
い
、
同
社
の
半
導
体
の
最
先
端
プ
ロ
セ
ス
を
活
用
し
、
次
世
代
の
半
導
体
を
試
作
製
造
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

　

地
球
規
模
の
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
全
体
価
値
を
最
適
化
す
る
よ
う
な
活
動
が
喚

起
さ
れ
る
と
き
に
、
社
会
変
革
を
駆
動
す
る
大
学
に
な
る
と
い
う
課
題
設
定
は
、
時
宜
に
か
な
う
も
の
だ
。

人
文
系
の
知
も
総
動
員
し
、
大
学
の
経
験
を
企
業
と
共
有
す
る
こ
と
で
よ
り
よ
い
未
来
社
会
を
実
現
す
る
。

二
〇
一
五
年
よ
り
第
三
〇
代
東
京
大
学
総
長
を
務
め
る
。
産
業
・
社
会
が
知
識
集
約
型
に
転
換
す
る
中
、
知
の
拠
点
で
あ
る
大
学
が
果
た

す
べ
き
新
た
な
役
割
を
説
き
、
改
革
を
進
め
て
き
た
。
大
学
の
役
割
拡
張
の
構
想
は
、
全
都
道
府
県
の
大
学
・
研
究
機
関
を
つ
な
ぐ
学
術

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
を
核
と
す
る
ス
マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
化
等
、
多
岐
に
わ
た
る
。
日
本
学
術
会
議
会
員
、
未
来
投
資

会
議
議
員
、
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
委
員
等
、
公
職
も
多
数
歴
任
。
東
京
大
学
工
学
部
助
教
授
、
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
、
大
学

院
理
学
系
研
究
科
教
授
、
副
学
長
、
大
学
院
理
学
系
研
究
科
長
等
を
経
て
現
職
。
専
門
は
、
光
量
子
物
理
学
。
理
学
博
士
（
東
京
大
学
）。

五
神
真
（
ご
の
か
み
・
ま
こ
と
）

五神真〔2019〕

大学の未来地図
「知識集約型社会」を創る

ちくま新書
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識 者 が ಡ 者 に ਪ ન す る ̍ ࡭

や
り
た
い
個
人
を
後
押
し
す
る
の
が

組
織
の
役
割
に
な
る

川
邊
健
太
郎

Ｚ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ

フランス・ヨハンソン〔2005〕

メディチ・インパクト
世界を変える「発明・創造性・イノベーション」は、ここから生まれる！

幾島幸子訳
ランダムハウス講談社

Ｃ
Ｔ
が
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
、「
個
人
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
場
所
、
時
間
の

制
約
を
取
り
払
い
、
時
空
を
超
え
る
も
の
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
化
さ
せ
た
が
、
特
に
、
商

用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
登
場
に
よ
り
、
個
人
へ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と

い
う
大
き
な
飛
躍
が
生
じ
た
。
さ
ら
に
、Facebook

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
登
場
で
、
エ
ン
パ
ワ
ー
さ
れ

た
個
人
同
士
が
つ
な
が
る
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
は
組
織
で
行
っ
て
い
た
こ
と
を
、
個

人
が
単
独
で
も
遂
行
し
う
る
と
い
う
「
個
人
革
命
」
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
食
べ
て
い
け
る
人
が
増
え
て
い
る
の
は
こ
の
表
れ
だ
。
こ
の
変
化
は
、
従
来
の
組
織
の

存
在
意
義
を
必
然
的
に
低
下
さ
せ
る
。
組
織
に
属
さ
ず
と
も
、
個
々
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
で
き
る
こ
と
を

行
う
よ
う
な
組
織
は
、
今
後
、
な
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
組
織
が
全
く
不
要
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
つ
に
は
、
個
人
を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
た
め
の
巨

大
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
る
に
は
、
や
は
り
組
織
が
必
要
に
な
る
。YouTube

と
そ
の
上
で
活
躍
す
る

YouTuber

、
あ
る
い
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
上
で
出
資
を
募
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
起

Ｉ案
者
の
よ
う
な
関
係
を
考
え
る
と
分
か
り
や
す
い
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、「
こ
う
い
う
こ
と
を
や
り
た
い
」

と
い
う
、
個
人
の
ア
イ
デ
ア
や
夢
、
欲
の
実
現
に
向
け
て
、
よ
り
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ド
リ
ブ
ン
に
人
が
離
合
集
散

し
、
そ
こ
で
何
か
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
支
え
る
形
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　

も
う
一
つ
に
は
、
個
々
人
の
連
携
だ
け
で
は
不
可
能
な
、
大
き
な
こ
と
を
す
る
に
も
、
組
織
は
必
要
だ
。

働
く
人
は
、
今
後
、
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
、
個
人
で
取
り
組
む
の
か
、
よ
り
大
き
な
こ
と
を

達
成
で
き
る
組
織
に
属
す
る
の
か
、
選
択
す
る
時
代
に
な
る
。
例
え
ば
当
社
で
は
「
情
報
技
術
の
チ
カ
ラ
で
、

す
べ
て
の
人
に
無
限
の
可
能
性
を
。」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
る
。
個
人
で
は
実
現
が
難
し
い
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
、
組
織
で
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
人
が
参
画
す
る
。
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、

組
織
は
、
集
ま
っ
て
き
た
「
や
り
た
い
個
人
」
を
後
押
し
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
。
組
織
と
個
人
は
、

よ
り
対
等
な
関
係
に
な
っ
て
い
く
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
組
織
運
営
が
、
今
後
、
企
業
や
組
織
が
成
長
す
る

た
め
の
必
須
条
件
に
な
る
と
思
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、
効
率
的
で
安
全
に
作
業

で
き
る
空
間
を
提
供
で
き
る
か
が
、
組
織
の
魅
力
を
大
き
く
左
右
し
た
。
会
社
と
し
て
の
エ
ゴ
を
前
面
に
出

し
て
滅
私
奉
公
を
求
め
る
組
織
は
敬
遠
さ
れ
る
。
経
営
ト
ッ
プ
が
、
不
断
の
意
志
と
実
行
力
を
も
っ
て
、
変

革
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

大
学
在
学
中
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
設
立
。
そ
の
後
設
立
し
た
ピ
ー
・
ア
イ
・
エ
ム
㈱
と
ヤ
フ
ー
㈱
の
合
併
に
伴
い
、
二
〇
〇
〇
年
に
ヤ

フ
ー
へ
入
社
。「Yahoo!

モ
バ
イ
ル
」
の
担
当
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、Yahoo!

ニ
ュ
ー
ス
の
責
任
者
等
を
経
て
、
㈱GYAO

代
表
取
締
役
社

長
に
就
任
し
、
事
業
再
建
に
取
り
組
む
。
二
〇
一
二
年
ヤ
フ
ー
㈱
Ｃ
Ｏ
Ｏ
、
二
〇
一
八
年
よ
り
ヤ
フ
ー
㈱
代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
。
ヤ

フ
ー
の
持
株
会
社
体
制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
か
ら
は
Ｚ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
お
よ
び
ヤ
フ
ー
㈱
代
表
取
締
役
社
長

Ｃ
Ｅ
Ｏ
。

川
邊
健
太
郎
（
か
わ
べ
・
け
ん
た
ろ
う
）

19 18No. 50—2020年 10月わたしの構想



データで 見る リ・アジャストする
組織と個人を

CIO と CFO が協働することの利点（2018 年）

「CIO（最高情報責任者）とCFO（最高財務責任者）が緊密に協働することで生じる最大の利
益は何ですか。」

市場の変化に、迅速に対応できる 22

既存市場での新規顧客開拓につながる 16

ビジネスに必要な新製品・サービスを、迅速に導入できる 14

新技術への投資に、より良く、より速い決断ができる 14

新規市場への参入が成功する 11

その他 23

（％）

（％）

500 10 20 30 40

注）�全国の就業者を対象にしたアンケート調査で、「2020年 6月 1週目時点で、あなたは通常の職場に出勤しての勤務やテレワークで、
以下のどの ICTツールを利用していましたか」（複数選択可）の回答結果。

出所）�大久保敏弘・NIRA総合研究開発機構（2020）『第 2回テレワークに関する就業者実態調査報告書』

企業規模別の ICT ツール導入状況（2020 年 6 月）

「通常の職場での勤務やテレワークで、どの ICTツールを利用していましたか。」

注）�世界のエグゼクティブ（CIO、CFO、COO、CEO）500人を対象に実施されたアンケート調査で、「CIOと CFOが緊密に協働す
ることで生じる最大の利益は何ですか」の回答結果（上位５つ）。「その他」の項目には、「売上・利益を向上できる」「組織内運営を
改善・効率化し、コストカットできる」「株主価値を向上できる」が含まれる。

出所）�Forbes� Insight,�Dell� Corporation� Limited�（2018）� “IT� TRANSFORMATION:� Success� Hinges� on�CIO/CFO�
Collaboration”�https://i.forbesimg.com/forbesinsights/dell/dell_it_transformation.pdf（2020/09/01 アクセス）

1～4人
（n=1,548）

5～29人
（n=1,881）

30～99人
（n=1,768）

100～499人
（n=2,043）

500人以上
（n=3,184)

官公庁
（n=479）

業務管理：Office 365、サイボウズ、
楽商、SmartHR、弥生会計など

共同作業の円滑化：Dropbox、
Trello、SWANStor など

コミュニケーションの円滑化：
Zoom、Slack、LINE など

組織の結束・一体感を
維持しやすくなる＊

新しいアイデアを
生み出しやすくなる

事務仕事を効率化できる

私生活を充実させる
ことができる

「今後のテレワークに関する考えとして、最も近いものをお答えください。」

就業者のテレワークに対する考え（2020 年 6 月）

（％）1000 20 40 60 80

注１）�全国の就業者を対象にしたアンケート調査で、「今後のテレワークに関するあなたの考えとして、最も近いものをお答えください」
という設問の各項目に対する、テレワーク利用者の回答の割合。

注２）�＊は「組織・事業としての結束や一体感の維持が難しくなる」という設問項目に対する賛成、反対の回答を反転させて作成している。
出所）�大久保敏弘・NIRA総合研究開発機構（2020）『第 2回テレワークに関する就業者実態調査報告書』

注）�棒グラフは金額別の件数、また、折れ線グラフは金額別の研究費総額を示す。
出所）�東京大学より提供

東京大学の産学連携：金額別の共同研究実績（2016 年・2019 年）

賛成
どちらともいえない
・わからない 反対

58 29 13

42 42 16

37 45 18

20 52 28

（万円）

（百万円）（件）

5,000 以上1,000～5,000100 未満 100～300 300～500 500～1,000

800

700

600

500

400

300

200

100

0

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

2016 年 件数

2016 年 金額

2019 年 件数
2019 年 金額
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